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3.	イーサネットフレームフォーマット

イーサネット環境上でデータを送付する際には、フレームフォーマットに必要事
項が登録された状態でデータ転送されます。
フレームフォーマットはDIX仕様と IEEE 仕様がありますが、タイプの項目定義と
オプションの有無以外は基本的に同様で、ネットワーク機器ではどちらの形式でも
認識する事が可能です。
通常のTCP/IPネットワークではDIX仕様が適用されます。

プリアンブル 宛先MAC
アドレス

送信元MAC
アドレス タイプ データ FCS

8バイト 6バイト 6バイト 2バイト 46～1500バイト 4バイト

図1.3.2　DIX仕様イーサネットフレームフォーマット

プリアンブル
フレームの先頭にはプリアンブルと呼ばれる、フレームの始まりを示す情報が格
納されます。この情報は101010……と1と0のビットが62ビット続き、最後の2ビ
ットは11にセットされ、その次の6バイトを宛先MACアドレス、次の6バイトを送
信元アドレスとして認識します。

MACアドレス
MACアドレスの詳細は1章の1.1節を参照してください。

タイプ
フレームで転送するデータ部分の上位層プロトコルを識別します。
識別には以下のコードが定義されています。

表1.3.3　プロトコルとタイプコード

プロトコル タイプコード
IPv4 0x0800

ARP 0x0806

IEEE 802.1Q 0x8100

IPv6 0x86DD

IEEE 802.3ad（リンクアグリゲーション） 0x8809




